
⚫翌月の薬剤使用数の予測
が難しい

過剰在庫

欠品による頻繁な
追加発注業務

AIによる薬剤使用数の正確な
予測

業務負担軽減

• 本研究では薬剤使用数の予測精度を改善することを目的に、機械学習を用いた季節変動

や感染症の流行状況等を考慮した薬剤使用数予測モデルを構築した。
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平均変数重要度（180種の薬剤予測結果平均）

• 過剰在庫と欠品による追加発注を防ぐために、機械学習を用いて薬剤の使用数の予測を行った

• 実験結果より、非線形モデル（SVR、XGB）の予測精度は線形モデルと比べ約30％高いことを確認。

• 平均変数重要度分析 から非線形モデルによる予測が COVID-19新規感染者数等の 薬剤使用数以外の変数を考慮

して予測精度を向上させていることを確認できた。

• 各説明変数と翌月の使用数（目的変数）間の非線形関係を捉えることが予測に効果的である可能性が考えられた。
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MAPE（平均絶対パーセント誤差）は値が大きいほど予測誤差が大きいことを示す

非線形モデルの予測精度が高い。

AIによる予測精度を算出
（180種の薬剤各予測結果平均値）

※指標の見方

予測精度％
（１－MAPE）

約30％精度高

平均誤差分析結果

• 機械学習手法：線形回帰(LR)、XGBoost（eXtream Gradient Boosting, 以下XGB）2)、サポートベクトルマ
シン（Support Vector Machine ,以下SVM）3)

考察

実験結果|平均誤差分析・平均変数重要度分析

研究の背景・目的

使用データ・手法

• 変数重要度分析では、外部因子であるCOVID-19新規感染者数が予測に対し平均的に高い寄与率を示したことを確認した。

①学習データでAIモデルを作成 ②テストデータで精度評価
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COVID19新規感染者の平均変数重要度は他の変数と比べ最も高い

重要度

説明変数

• 徳洲会グループ（全74病院、以下グループ）の病院内の薬剤発注業務では、薬剤
師が過去の薬剤使用数の実積を基に、薬剤の予測発注を行っている。

• 薬剤の予測発注では使用数の見積りと実際の需要との間に差が生じ、不足による追加発注

作業の増加や過剰在庫などの問題が発生する。

• 昨今、COVID-19の流行により、解熱鎮痛剤であるアセトアミノフェンなどの薬剤
需要の急騰が世界的に起きている1) 。この需要の急速な変動は薬剤使用数の過去の
実績パターンから逸脱した変動であり、過去の実績のみを考慮した需要予測モデル
では予測が難しい可能性が考えられる。

• 期間：2018年1月～2021年4月 （施設A）

• 対象薬剤：毎月の使用実績がある180品目の薬剤データ

• 説明変数：前月末の在庫数、当月の仕入れ数、当月末の在庫数、過去3か月の使用数、過去3か月の使用数
の移動平均、来月の予想入院患者数、予想外来患者数、当月のCOVID-19新規感染者数、当月の月
(month)情報

• 全40か月のデータの内、期間の初めから35か月分を訓練データとして用いた。この訓練データを用い機械学習の
ハイパーパラメータの選択を行った。

• ハイパーパラメータの選択には時系列分割交差検証法4)を用いた。

• データ期間の最後の5か月間をテストデータとした。テストデータを用いて予測精度の評価を行った。

期間 2018 年 1 月～2021 年 4 月の月次データ抽出

徳洲会メディカルデータ
ベース
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（内閣官房）
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COVID-19新規感染者数5)
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➂サポートベクトル回帰（SVR） 8)②XGB 7)①線形回帰6)
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